
安全報告の促進要因の活用手法
（The Personality Characteristics tend to Report Voluntarily 

and Practical Training Method）

【概要】
単独作業が多い鉄道の運転現場において、運転士の自主的な報告は
重要な情報源です。しかし、自らの過失を自主的に伝えること（安全報
告）は心理的に困難な場合があります。このような安全報告を支援す
るために報告を促進する個人要因を明らかにし、さらにこれらの結果を
基に安全報告を促進させる教育訓練手法を開発しました。

【特徴】
安全報告に対する態度について、質問紙による意識的（自覚的）な態
度測定に加え、心理検査による無意識的（無自覚）な態度測定を行う
ことで、安全報告を促す要因を明らかにしました。またこの結果を反映
した教材スライドを活用することで効果的な教育訓練が可能となりまし
た。また教材スライドに、鉄道事業者が持つ安全報告の成功事例を集
めて追加することで、他人事にならない教育訓練の教材を容易に作成
することができます。
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教育手法の構成要因と教材スライド
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【用途】
本研究の知見は、安全報告を促し、虚偽や隠蔽を減らすための教育

訓練を実施する際の指針として活用することが可能です。
また、教材スライドを使用した教育訓練を実施することができます。

①報告の重要性の認識 ②成功事例の実態把握

③報告の促進要因の理解 ④報告の促進要因の意識化

教育訓練用スライドの具体例（一部改変）
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